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９
〜
11�
日　
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
新
素
材
拠
点

は
、「
新
規
な
物
性
と
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
の
開
拓
を
目
指
し
た
界
面
科
学

に
関
す
る
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」を

開
催

　

�９
日　

�

ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、

異
分
野
と
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
工
学
の

融
合
に
つ
い
て
考
え
る｢

第
９
回
ア

ク
チ
ュ
エ
ー
タ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム｣

を
開

催

　

�11
日　

�

地
域
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト 「
２
０
１
３

岡
山
大
学
う
ぇ
る
か
む
デ
ー
」を
開

催
。ま
た
、同
日
か
ら
25
日
ま
で
、マ

ス
カ
ッ
ト
ユ
ニ
オ
ン
周
辺
で
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
点
灯

　

�11
日　

�

博
物
館
と
大
学
の
連
携
に
つ
い
て
考

え
る
学
芸
員
課
程
フ
ォ
ー
ラ
ム「
地

域
の
博
物
館
と
大
学
」を
開
催

　

�17
日　

�

第
40
回
岡
大
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
を

開
催

　

�

■
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
の
藤
原
俊
義
教
授

ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
腫
瘍
融
解
ウ
イ
ル
ス
「
テ

ロ
メ
ラ
イ
シ
ン
」
が
、
休
眠
状
態
に
あ
る
細
胞
周
期

を
回
転
さ
せ
る
こ
と
で
、
効
率
よ
く
胃
が
ん
幹
細

胞
を
殺
傷
す
る
こ
と
を
世
界
で
初
め
て
明
ら
か
に
し

た
。
米
国
科
学
雑
誌
「Clinical�Cancer�Research

」

に
掲
載
さ
れ
、
同
号
の
「H

ighlights

」
に
も
選
出
。

（
12
月
・
定
例
発
表
）

　

�■
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
の
公
文
裕
巳
教
授

ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
石
灰
化
し
つ
つ
自
己
増
殖

す
る
新
種
の
生
命
体
と
し
て
長
く
論
争
が
続
い
て
い

る
「
ナ
ノ
バ
ク
テ
リ
ア
」
の
正
体
を
世
界
で
初
め
て

突
き
止
め
た
。
国
際
医
学
系
雑
誌「N

anom
edicine

」

に
掲
載
。�

（
12
月
・
定
例
発
表
）

　

�■
地
球
物
質
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
中
村
栄
三
教
授

ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
大
規
模
な
爆
発
的
噴
火

を
引
き
起
こ
す
酸
性
火
成
岩
マ
グ
マ
は
、
あ
る
程
度

以
上
の
量
が
溜
ま
れ
ば
、
そ
の
浮
力
だ
け
で
も
マ
グ

マ
溜
ま
り
の
天
井
を
破
壊
し
て
地
表
へ
向
か
っ
て
上

昇
し
、
巨
大
カ
ル
デ
ラ
を
伴
う
大
噴
火
を
起
こ
し
得

る
こ
と
を
発
見
し
た
。
国
際
科
学
雑
誌
「N

ature�
G
eoscience

」
に
掲
載
。�

（
１
月
・
臨
時
発
表
）

　

�■
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
の
吉
井
大
志
助
教
、
富

岡
憲
治
教
授
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
キ
イ
ロ
シ
ョ

ウ
ジ
ョ
ウ
バ
エ
を
用
い
て
、
オ
ス
の
一
日
の
行
動
リ

ズ
ム
が
メ
ス
の
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
メ
ス
と
の
接
触
に
よ

り
、
オ
ス
の
脳
内
時
計
細
胞
に
影
響
が
現
れ
る
こ
と

を
世
界
で
初
め
て
突
き
止
め
た
。
米
国
の
オ
ン
ラ
イ

ン
科
学
雑
誌
「PLoS�O

ne

」
に
掲
載
。

�

（
１
月
・
臨
時
発
表
）

　

�■
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
の
松
井
秀
樹
教
授

ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
悪
性
脳
腫
瘍
が
脳
内
に
拡

が
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
世
界
で
初
め
て
特
定
し
た
。
米

国
の
癌
研
究
専
門
雑
誌
「N

eoplasia

」
に
掲
載
。

�

（
１
月
・
臨
時
発
表
）

　

�■
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
の
助
川
信
太
朗
大

学
院
生
、
宮
脇
卓
也
教
授
、
長
塚
仁
教
授
ら
の
研
究

グ
ル
ー
プ
は
、
現
在
広
く
臨
床
で
使
用
さ
れ
て
い
る

鎮
静
薬
「
デ
ク
ス
メ
デ
ト
ミ
ジ
ン
」
を
局
所
に
投
与

す
る
こ
と
に
よ
り
、
投
与
部
位
の
炎
症
を
抑
制
す
る

１
日　

�

耐
震
安
全・安
心
セ
ン
タ
ー
を
設
置

　

�３
日　

 

大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
の

新
納
泉
教
授
と
資
源
植
物
科
学
研

究
所
の
馬
建
鋒
教
授
が
、地
域
社
会

へ
の
貢
献
や
国
際
舞
台
で
の
活
躍
が

顕
著
な
個
人・団
体
に
贈
ら
れ
る「
第

72
回
山
陽
新
聞
賞
」の
学
術
功
労
賞

を
受
賞

　

�７
日　

�

岡
山
大
学
病
院
は
、高
校
生
を
対
象

と
し
た
講
演
会「
最
先
端
医
療
へ
の

道
の
り
」を
開
催　

　

�７
日　

�

大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
の
高
井

和
彦
教
授
が「
第
66
回
日
本
化
学
会

賞
」を
受
賞

　

�10
日　

�

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
一
環
と
し

て
、本
学
全
構
成
員
に
向
け
て
、「
こ

こ
ろ
の
健
康
宣
言
」を
発
表

　

�10
日　

�

自
然
生
命
科
学
研
究
支
援
セ
ン

タ
ー
公
開
コ
ロ
キ
ウ
ム
を
開
催

　

�14
日　

�

ア
フ
リ
カ
地
域
の
小
学
校
教
員
な
ど

教
育
関
係
者
が
、本
学
教
員
の
指
導

の
も
と
初
等
理
数
科
教
育
を
学
ぶ

研
修
が
ス
タ
ー
ト
。研
修
期
間
は
3

月
7
日
ま
で
の
約
2
カ
月
間

　

�22
日　

�

地
域
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、今
年

度
の
活
動
成
果
を
発
表
す
る
成
果

報
告
会
を
開
催

　

�28
日　

�「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成・ESD

推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催

　

�28
日　

�

日
刊
工
業
新
聞
社
主
催
の「
第
12
回

キ
ャ
ン
パ
ス
ベ
ン
チ
ャ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ

中
国
」（
学
生
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ

デ
ア
提
案
コ
ン
テ
ス
ト
）で
大
学
院

自
然
科
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
の
大
学

院
生
12
人
が
提
案
し
た
4
件
の
ア

イ
デ
ア
が
優
秀
賞
1
件
、奨
励
賞
2

件
、佳
作
1
件
を
受
賞

６
日　

�

生
殖
補
助
医
療
技
術
教
育
研
究
セ

ン
タ
ー
の
看
板
掲
揚
式
を
開
催

　

�６
日　

�

米
国
ウ
エ
イ
ン
州
立
大
学
と
大
学

間
協
定
を
締
結

　

�７
〜
23�

日　

鹿
田
地
区
の
鹿
田
遺
跡
発
掘

30
年
を
記
念
し
、同
遺
跡
の
出
土

品
を
展
示
す
る「
鹿
田
発
掘
30
年

弥
生
時
代
を
語
る
」（
埋
蔵
文
化
財

調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
主
催
）を

岡
山
シ
テ
ィ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
開
催

　

�７
日　

�

前
期
日
程
の
合
格
者
を
発
表

　

�10
日　

�

優
れ
た
業
績
を
挙
げ
た
若
手
研
究

者
を
顕
彰
す
る
「
岡
山
大
学
若
手

ト
ッ
プ
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
研
究
奨
励

賞
」
に
岡
山
大
学
病
院
の
江
國
大

輔
講
師
を
選
出
し
表
彰

と
い
う
新
た
な
薬
理
作
用
を
世
界
で
初
め
て
明
ら
か

に
し
た
。
国
際
雑
誌
「Anesthesia�and�Analgesia

」

に
掲
載
。�

（
２
月
・
臨
時
発
表
）

　

�■
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
の
樋
本
和
大
大
学
院
生
、

松
本
正
和
准
教
授
、
田
中
秀
樹
教
授
の
研
究
チ
ー
ム

は
、
高
温
高
圧
で
氷
が
融
け
る
新
し
い
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
発
見
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
王
立
化
学
協
会
の
国
際
科

学
雑
誌
「Physical�Chem

istry�Chem
ical�Physics

」

に
掲
載
。�

（
２
月
・
臨
時
発
表
）

　

�■
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
の
公
文
裕
巳
教
授
、

豊
岡
伸
一
教
授
、
岡
山
大
学
病
院
の
那
須
保
友
教
授

は
、
が
ん
治
療
遺
伝
子
「REIC

」
に
よ
る
悪
性
中
皮

腫
治
療
の
安
全
性
と
効
果
を
検
証
す
る
臨
床
研
究
が
、

国
の
厚
生
科
学
審
議
会
科
学
技
術
部
会
で
承
認
さ
れ
、

４
月
に
も
患
者
へ
の
投
与
を
始
め
る
と
発
表
。

�

（
２
月
・
臨
時
発
表
）

　

�■
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
の
古
田
和
幸
助
教
ら
の
研

究
グ
ル
ー
プ
は
、
樹
状
細
胞
に
発
現
し
病
原
体
な
ど

の
抗
原
提
示
を
担
う
タ
ン
パ
ク
質
で
あ
る
、
主
要
組

織
適
合
抗
原
ク
ラ
ス
Ⅱ
の
、
細
胞
に
お
け
る
輸
送
と

分
解
の
制
御
機
構
を
解
明
し
た
。「
米
国
科
学
ア
カ
デ

ミ
ー
紀
要
」
に
掲
載
。�

（
２
月
・
定
例
発
表
）

　

�■
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
の
妹
尾
昌
治
教
授
ら
の

研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
マ
ウ
スiPS�

細
胞
を
利
用
し
て

幹
細
胞
の
作
り
出
す
環
境
が
、
が
ん
細
胞
の
悪
性
度

や
転
移
能
を
促
進
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
世
界

で
初
め
て
明
ら
か
に
し
た
。
米
国
が
ん
研
究
科
学
雑

誌
「Am

erican�Journal�of�Cancer�Research

」
に

掲
載
。�

（
２
月
・
定
例
発
表
）

　

�■
資
源
植
物
科
学
研
究
所
は
、
自
然
生
命
科
学
研
究

支
援
セ
ン
タ
ー
と
共
同
し
、
東
日
本
大
震
災
に
伴
う

原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
汚
染
農
地
に
お
い
て
、
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
の
土
壌
か
ら
植
物
体
へ
の
移
行
係
数

に
つ
い
て
、
野
生
植
物
99�

種
に
つ
い
て
調
査
す
る
と

と
も
に
、
雑
草
群
落
へ
の
移
行
係
数
を
推
定
し
た
。

日
本
植
物
学
会
の
国
際
学
術
誌
「Journal�of�Plant�

Research

」
に
掲
載
。�

（
２
月
・
定
例
発
表
）

　

�■
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
の
奥
田
潔
教
授
ら
の
研

究
グ
ル
ー
プ
は
、
妊
娠
時
の
ホ
ル
モ
ン
分
泌
を
つ
か

さ
ど
る
黄
体
が
、
細
胞
の
肥
大
の
み
で
は
な
く
、
細

胞
の
増
殖
に
よ
っ
て
も
成
長
す
る
こ
と
を
世
界
で
初

め
て
発
見
し
た
。
米
国
の
オ
ン
ラ
イ
ン
科
学
雑
誌

「PLoS�O
ne

」
に
掲
載
。�

（
３
月
・
臨
時
発
表
）

　

�

17
日　

�

研
究
者
自
身
が
企
業
関
係
者
ら
に

実
用
化
を
展
望
し
た
技
術
説
明
を

行
い
、広
く
実
施
企
業・
共
同
研
究

パ
ー
ト
ナ
ー
を
募
る「2013

年
度
岡

山
大
学
新
技
術
説
明
会
」を
東
京
で

開
催

　

�18
日　

�

定
例
記
者
発
表
を
開
催

　

�20
日　

�

環
境
管
理
セ
ン
タ
ー
は
、環
境
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
学
ぶ「
第
12
回
サ

ス
テ
イ
ナ
ブ
ル・セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催

19
日　

�

大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
の

倉
地
克
直
教
授
が
、岡
山
県
の
文

化
向
上
に
著
し
く
貢
献
し
た
個
人
・

団
体
を
称
え
る「
平
成
25
年
度
岡

山
県
文
化
賞
」を
受
賞

　

�20
日　

定
例
記
者
発
表
を
開
催

　

�24
日　

�

大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
の

滝
川
正
春
教
授
が
「
平
成
25
年
度
日

本
歯
科
医
学
会
会
長
賞
」
を
受
賞

　

�25
・
26�

日　

平
成
26
年
度
個
別
学
力
検
査

等
前
期
日
程
を
実
施

　

�27
日　

�

第
41
回
岡
大
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
を

開
催

　

�29
〜
31�

日　

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
関
す
る

世
界
最
大
の
展
示
会「nano tech 

2014 

第
13
回
国
際
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
総
合
展・
技
術
会
議
」に
出
展

し
、最
も
多
く
の
関
係
者
ら
と
商
談

ア
ポ
イ
ン
ト
を
と
っ
た
団
体
に
贈
ら

れ
るnano tech

大
賞
の
部
門
賞「
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
賞
」 を
受
賞

　

�30
日　

�

キ
ャ
リ
ア
開
発
セ
ン
タ
ー
の
公
認
ゆ

る
キ
ャ
ラ
が
、小
鳥
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た「
い
ー
ち
ょ
」に
決
定

　

�31
日　

�

経
済
学
部
で
開
講
し
て
い
る「
現
代

地
方
自
治
経
営
論
講
義
」で
、岡
山
県

の
伊
原
木
隆
太
知
事
が
、行
政
の
課

題
や
目
指
す
べ
き
方
向
に
つ
い
て
講

義
を
実
施


